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●国民健康保険加入者の 
　　負担を軽減します……………………………Ｐ2～3 
●ご存知ですか老人医療費のこと………………Ｐ4～5 
●町内各地に豪雨の爪あと 
　～新潟・福島豪雨～……………………………Ｐ6～7

豊間小の児童と友情を深め合う 
　7月24日から25日の2日間にわたり、町内 
の小学5年生80人がいわき市の豊間小学校を 
訪問しました。 
　児童たちは、ホームステイや薄磯海岸での 
海水浴などをとおして互いの友情を深め合っ 
ていました。 
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世帯の前年の所得に応じて計算 所 得 割  

資 産 割  

一人あたりの負担額 均 等 割  

一世帯あたりの負担額 平 等 割  

その年の世帯の固定資産税額に応 
じて計算 

   　
国
保
会
計
は
、
町
の
一
般
会
計
と
 

は
別
に
独
立
し
た
特
別
会
計
で
運
営
 

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
国
保
税
は

私
た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

の
医
療
費
、出
産
一
時
金
、葬
祭
費
、
 

保
健
事
業
費
用
な
ど
の
一
部
に
充
て

ら
れ
ま
す
。
 

　
国
保
税
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
額
 

は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
 

な
ど
の
支
出
総
額
か
ら
、
国
か
ら
の
 

国
庫
支
出
金
な
ど
の
収
入
を
差
し
引
 

い
た
額
と
な
り
ま
す
。
 

　
そ
の
必
要
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
 

四
つ
の
方
式
に
よ
り
算
出
し
、
そ
の
 

合
計
が
加
入
世
帯
の
一
年
間
の
国
保
 

税
と
な
り
ま
す
。
 

 税
率
変
更
の
概
要
 

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
 

の
推
進
に
よ
り
、
医
療
費
は
低
く
抑
 

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
国
保
税
 

の
税
率
を
改
正
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
 

大
き
く
二
つ
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
 

　
一
つ
は
、
国
民
健
康
保
険
の
制
度
 

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
か
 

ら
の
国
庫
支
出
金
が
減
少
し
た
と
い
 

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
年

度
は
、
平
成
十
五
年
度
と
比
較
し
て

約
一
千
百
九
十
八
万
円
、
率
に
し
て

十
一
％
の
減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。
 

　
も
う
一
つ
は
、
平
成
十
四
年
十
月
 

に
行
わ
れ
た
老
人
保
健
制
度
の
改
正
 

に
よ
り
、
老
人
医
療
の
対
象
年
齢
が
 

七
十
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
 

め
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
国
保
の
 

被
保
険
者
で
老
人
医
療
対
象
外
と
な
 

る
昭
和
七
年
十
月
以
降
に
生
ま
れ
た
 

高
齢
受
給
者
分
の
医
療
費
の
八
割
ま
 

た
は
九
割
を
国
保
会
計
か
ら
負
担
す
 

る
こ
と
と
な
り
、
医
療
費
が
増
加
す

る
見
込
み
で
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
要
因
等
に
よ
り
、
国
保

税
の
必
要
額
は
、
前
年
度
よ
り
も
約

三
千
十
二
万
九
千
円
の
増
と
な
る
見

込
み
で
す
が
、
町
で
は
、
今
回
の
税

率
改
正
に
あ
た
り
、
低
所
得
者
の
負

担
を
軽
く
す
る
と
と
も
に
、
国
保
制

度
の「
相
互
扶
助
」の
観
点
か
ら
、
中

高
所
得
者
に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
第
二
期
国
民
健
康
保
険（
国
保
）
 

財
政
五
ヵ
年
計
画
に
基
づ
き
、
健
全
な
国
保
財
政
の
運
営
に
努
め
 

る
と
と
も
に
、
保
険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
か
ら
毎
年
三
千
万
円
 

の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
国
保
世
帯
の
税
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
第
二
期
五
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、
基
金
か
 

ら
の
三
千
万
円
の
ほ
か
、平
成
十
五
年
度
の
繰
越
金
の
う
ち
か
ら
、
 

二
千
万
円
を
減
税
財
源
に
充
て
、
国
保
税
の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
 

し
て
い
ま
す
。
 

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

国
保
税
の
決
め
方
 

負担を軽減します 
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6 .49％ 

31.50％ 

18,400円 

23,400円 

 

0.93％ 

8.81％ 

6,700円 

4,000円 

医　療　分 介護保険分 

歳　入 
〔西会津町の場合〕 〔通常の場合〕 

そ　の　他 

繰　越　金 
基　　　金 

歳　出 

そ　の　他 

歳　入 

そ　の　他 

国庫支出金 国庫支出金 

国保税必要額 国保税必要額 

5,000万円 
軽減 医

　
　
療
　
　
費
　
　
等
 

 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

    　
本
年
度
は
、
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
保
険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
か
ら

の
三
千
万
円
の
ほ
か
に
、
平
成
十
五

年
度
の
繰
越
金
か
ら
二
千
万
円
を
加

え
た
五
千
万
円
を
財
源
に
加
え
、
国

保
税
を
算
定
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
一
人
あ
た
り
平
均
の

税
負
担
額
は
、
四
万
九
千
八
十
九
円

と
な
り
、
平
成
十
五
年
度
と
比
較
す

る
と
五
千
九
百
八
十
二
円
増
額
と
な

り
ま
す
が
、
五
千
万
円
を
財
源
に
加

え
た
こ
と
に
よ
り
、
一
人
あ
た
り
平

均
で
一
万
一
千
三
百
八
十
六
円
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
 

 介
護
保
険
分
は
据
え
置
き
 

　
介
護
保
険
の
第
二
号
被
保
険
者（
四
 

十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
）で
、
 

町
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

介
護
保
険
分
も
国
保
税
に
含
め
て
納

め
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
介
護

保
険
分
の
額
が
不
足
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
給
付
費
支
払

準
備
基
金
の
介
護
保
険
分
か
ら
五
百

九
十
九
万
円
余
を
充
当
す
る
こ
と
で
、
 

税
率
を
据
え
置
き
、
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
介
護
保
険
分
の
算
定
方
法

に
つ
い
て
は
、
国
保
税
と
同
様
に
所

得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
均
割

の
四
方
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
 

      　
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
十
 

六
年
度
末
で
保
険
給
付
費
支
払
準
備
 

基
金
の
う
ち
医
療
分
の
保
有
額
が
、

約
二
億
六
千
八
百
三
十
八
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。
 

　
こ
の
基
金
は
、
災
害
や
伝
染
病
な

ど
の
予
測
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が

生
じ
た
と
き
に
増
加
す
る
医
療
費
に

充
て
る
た
め
の
積
立
金
で
す
。
 

　
基
金
は
、
そ
の
性
質
か
ら
緊
急
時
 

の
支
払
い
に
備
え
、
過
去
三
ヵ
年
に
 

か
か
っ
た
医
療
費
等
の
年
平
均
額
の
 

約
三
ヵ
月
分
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
町
の
場
合
、
そ
 

の
最
低
保
有
基
金
額
は
約
一
億
六
千
 

六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
基
金
は
、
国
保
を
健
全
に
運
営
し
 

て
い
く
う
え
で
、
非
常
に
欠
か
せ
な
 

い
も
の
で
す
。
 

　
町
で
は
、
基
金
か
ら
最
低
保
有
額
 

を
除
い
た
額
が
約
一
億
八
百
三
十
二
 

万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
 

ら
、
第
三
期
国
保
財
政
五
ヵ
年
計
画
 

を
作
成
し
、
平
成
十
七
年
度
以
降
も
 

基
金
を
財
源
と
し
た
計
画
的
か
つ
継
 

続
的
な
国
保
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

国
保
は
み
ん
な
で
支
え
合
う
 

制
度
で
す
 

　
国
保
税
は
医
療
費
の
状
況
な
ど
に
 

よ
り
必
要
税
額
が
か
わ
り
ま
す
の
で
、
 

今
後
も
そ
の
状
況
に
応
じ
て
税
率
を
 

算
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
医
療
 

費
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
分
み
 

な
さ
ん
の
負
担
も
減
っ
て
い
く
こ
と
 

と
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
に
気
を
付
 

け
、
み
ん
な
で
医
療
費
を
減
ら
し
て
 

い
き
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
税
務
課
民
税
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
２
 

　
健
康
福
祉
課
介
護
国
保
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

 　
　
　
　
　
町
議
会
臨
時
会
が
七
 

　
　
　
　
月
二
十
九
日
に
開
会
さ
 

　
　
　
　
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
 

　
　
　
　
三
件
、
報
告
一
件
は
原
 

　
　
　
　
案
の
と
お
り
可
決
・
承
 

　
　
　
　
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
な
お
、
可
決
・
承
認
 

　
　
　
　
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
 

　
　
　
　
お
り
で
す
。
 

　
■
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
 

　
　
一
部
改
正
 

　
■
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
 

　
　
正
予
算
の
調
製
 

　
■
平
成
十
六
年
度
商
業
団
地
造
 

　
　
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

　
　
の
調
製
 

　
■
委
任
専
決
処
分
事
項
 

一
人
あ
た
り
 

平
均
一
一
、
三
八
六
円
の
軽
減
 

平
成
十
七
年
度
以
降
も
 

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
 

に
し
て
い
ま
す
 

4545

７月臨時議会 
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１人あたりの医療費の推移 
1000
千円 

全国 

福島県 

西会津町 

800

600

400

200

11年 12年 13年 14年 
0

832
750

643

758
700

554

757
702

584

736
686

612

 一
人
あ
た
り
の
医
療
費
の
推
移
 

　
本
町
の
老
人
医
療
に
か
か
る
一
人
あ
た
り
の
 

医
療
費
は
、
全
国
や
県
と
比
べ
低
く
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
平
成
十
四
年
度
で
は
、
耶
麻
管
内
で
は
一
番

低
く
、
会
津
管
内
に
お
い
て
も
十
番
目
に
低
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
町
の
毎
年
の
医
療
費
を
比
較
す
る

と
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
十
二
年

は
、
老
人
保
健
か
ら
介
護
保
険
へ
移
行
し
た
医

療
費
が
あ
る
た
め
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
降
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

    　
高
齢
者
の
方
が
医
療
を
受
け
た
と
き
の
負
担

を
軽
く
し
て
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

　
七
十
五
歳
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
六
十

五
歳
）
以
上
の
人
と
昭
和
七
年
九
月
三
十
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
が
お
医
者
さ
ん
な
ど
に
か
か

る
と
き
は
、
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
一
割
（
一
定
以
上

所
得
者
は
二
割
）
で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健
康

保
険
や
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者

や
被
扶
養
者
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

  老
人
医
療
費
は
み
ん
な
が
支
え
て
い
ま
す
 

　
老
人
医
療
費
の
う
ち
、
自
己
負
担
分
以
外
は
 

国
、
県
、
町
、
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組

合
な
ど
の
保
険
者
と
そ
の
加
入
し
て
い
る
被
保

険
者
が
負
担
し
、
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
い
ま

す
。
 

老

人

医

療

制

度

と

は

 

　これからの医療保健制度を維持し、安心して 

医療が受けられるよう老人医療費の現状を理解 

し、正しい受診と健康づくりで医療費の節約に 

ついて考えて見ましょう。 

ご存知ですか 

のこと 
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老人医療の構成割合（平成14年度） 

入　院 
52.6％ 

その他 
0.1％ 

食　事 
4.8％ 

外　来 
33.7％ 

調　剤 
6.2％ 

歯　科 
2.6％ 

※１　世帯全員が住民税非課税である受給者 
※２　世帯全員が住民税非課税で、かつ所得が０円となる受給者 

自己負担限度額（月額） 

　区　　　　分 

一　　　　　　般 

 

 

一定以上所得者 

 

 

低所得者Ⅱ　※１ 

低所得者Ⅰ　※２ 

　入　　　　院 

　　　40,200円 

　　　72,300円 

（医療費が361,500 

円を超えた場合は、 

その１％超えた分 

を加算） 

　　　24,600円 

　　　15,000円 

外　　来 

12,000円 

 

 

40,200円 

 

 

8,000円 

8,000円 

    　
本
町
に
お
け
る
高
齢
者
の
医
療
費
の
う
ち「
入
 

院
」
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

　
若
い
う
ち
か
ら
正
し
い
食
生
活
と
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
、
健
康
な
体
を
作
っ
て
お
け
ば
、

高
齢
に
な
っ
て
も
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
、
重
い
病
気
に
も
か
か
り
に
く

く
な
り
ま
す
。
 

　
町
で
は
健
康
に
生
活
で
き
る
期
間
、
い
わ
ゆ

る
「
健
康
寿
命
」
を
少
し
で
も
延
ば
せ
る
よ
う

に
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
推

進
し
て
き
ま
す
。
 

                 住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
世
帯
の
方
が

入
院
し
た
場
合
 

　
入
院
す
る
際
に
、
役
場
で
「
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
て
、
病
院
の
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
「
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
る
と
、

入
院
時
の
医
療
費
と
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す

の
で
、
忘
れ
な
い
で
申
請
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
現
在
「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
、
有
効
期
限
が
七
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
八
月
中
に
改
め
て
申

請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
引
き
続
き
八
月
一
日

か
ら
一
年
間
減
額
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

    高
額
に
な
っ
た
医
療
費
は
 

　
　
　
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
 

　
老
人
保
健
で
は
、
一
ヵ
月
に
支
払
う
医
療
費

の
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
病
院
な
ど
に
か
か
っ
た
場
合
、
入
院
な
ど
に

よ
っ
て
自
分
が
支
払
う
べ
き
医
療
費
よ
り
も
多

く
支
払
っ
た
と
き
は
、
役
場
か
ら
医
療
費
の
払

い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
医
療
費
の
上
限
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
町
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
医
療
費
を
支
払
っ
て
か
ら
二
年
を
過

ぎ
る
と
、
払
い
戻
し
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
早
め
に
役
場
へ
申
請
し
ま
し
ょ
う
。
 

 医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に
 

　
身
近
に
で
き
る
医
療
費
の
節
約
と
し
て
、
上

手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
を
覚
え
ま
し
ょ

う
。
 

 【
上
手
な
医
者
の
か
か
り
方
】
 

①
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
る
 

      ②
重
複
受
診
や
は
し
ご
受
診
は
や
め
る
 

      ③
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
 

      ④
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
 

伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
 

覚
え
て
お
き
た
い
こ
ん
な
と
き
 

！！ 

45
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七
月
十
三
日
及
び
十
六
日
か
ら
十
 

八
日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線
の
停
滞
 

が
も
た
ら
し
た
大
雨
に
よ
り
、
町
内
 

各
地
の
道
路
を
は
じ
め
、
水
田
等
で
 

冠
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
 

生
し
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

  記
録
的
な
豪
雨
 

　
活
発
化
し
た
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
 

よ
り
、
東
北
南
部
に
記
録
的
な
豪
雨
 

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

　
本
町
で
も
、
七
月
十
二
日
夜
半
か
 

ら
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
、
七
月
十
 

三
日
午
前
九
時
三
十
四
分
に
大
雨
・
 

洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
黒
 

沢
の
気
象
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
、
三
日
間
 

の
総
降
水
量
二
百
十
・
五
ミ
リ
を
観
 

測
し
た
ほ
か
、
町
内
各
地
の
気
象
ロ
 

ボ
ッ
ト
で
も
二
百
ミ
リ
を
超
え
る
雨
 

量
を
観
測
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
豪
雨
の
影
響
で
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
 

西
線
の
運
休
や
磐
越
自
動
車
道
、
国
 

道
四
十
九
号
、
県
道
な
ど
の
主
要
幹
 

線
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
十
六
日
か
ら
飯
豊
山
系
に
 

集
中
し
て
降
り
出
し
た
雨
に
よ
り
、
 

河
川
の
増
水
等
で
堰
堤
が
決
壊
す
る
 

恐
れ
が
あ
っ
た
弥
平
四
郎
地
区
で
は
、
 

自
主
的
に
全
世
帯
二
十
六
戸
、
五
十
 

人
が
弥
平
四
郎
分
校
に
一
晩
避
難
す
 

る
な
ど
、
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
 

ぼ
し
ま
し
た
。
 

阿賀川の増水により水田及び町道が冠水（滝坂・柴崎間） 

国道459号の土砂崩れ（杉山） 

町
内
各
地
に
豪
雨
の
爪
あ
と

町
内
各
地
に
豪
雨
の
爪
あ
と
 

町
内
各
地
に
豪
雨
の
爪
あ
と
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　参議院選挙の投票が７月11日に行わ 
れ、開票の結果、福島県選出議員選挙 
の町の投票率は78.52％で、前回の投票 
率79.13％を0.61ポイント下回りました。 
　なお、候補者別、政党別の得票数な 
どについては次のとおりです。 

◆開票結果 
　○有効投票数　　5,589票 
　○無効投票数　　 167票 
　○候補者別得票数 

◆開票結果 
　○有効投票数　　5,387票 
　○無効投票数　　 369票 
　○政党別投票数 

※小数点以下四捨五入 

参議院選挙の結果 

 

男 

女 

計 

当日有権者数 

3,525人 

3,806人 

7,331人 

投票者数　 

2,773人 

2,983人 

5,756人 

投 票 率　 

78.67％ 

78.38％ 

78.52％ 

　候 補 者 名 

佐藤　ゆうへい 

いわき　光英  

あべ　裕美子 

得票率 

３,２３２ 

１,６８７ 

６７０ 

【福島県選出議員選挙結果】 

 

男 

女 

計 

当日有権者数 

3,536人 

3,816人 

7,352人 

投票者数　 

2,774人 

2,982人 

5,756人 

投 票 率　 

78.54％ 

78.14％ 

78.29％ 

 
政党等の名称

 

自由民主党 

民　主　党 

公　明　党 

日本共産党 

社会民主党 

女　性　党 

みどりの会議 

維新政党・新風 

 

候補者名 

563 

339 

265 

39 

104 

22 

12 

1

 

政党等名 

1,494 

1,651 

254 

383 

169 

55 

34 

2

得票総数
 

 

2,057 

1,990 

519 

422 

273 

77 

46 

3

【比例代表選出議員選挙結果】 

 災
害
対
策
本
部
を
設
置
 

　
町
で
は
、
豪
雨
災
害
に
対
応
す
る
 

た
め
、七
月
十
三
日
午
後
四
時
に「
平
 

成
十
六
年
七
月
豪
雨
災
害
対
策
本
部
」
 

を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
把
握
と
災

害
予
防
に
万
全
を
期
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
 

　
七
月
二
十
八
日
現
在
、
こ
の
豪
雨
 

に
よ
り
町
内
で
は
、
次
の
被
害
が
発
 

生
し
ま
し
た
。
現
在
も
調
査
中
の
た
 

め
、
被
害
箇
所
及
び
被
害
総
額
は
確
 

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
国
や
 

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
 

を
図
り
な
が
ら
、
被
害
箇
所
の
早
期
 

復
旧
に
向
け
て
、
工
事
な
ど
を
進
め
 

て
い
く
予
定
で
す
。
 

　
な
お
、二
十
三
日
に
は
、こ
の
「
新

潟
・
福
島
豪
雨
」
の
激
甚
災
害
指
定

に
向
け
て
、
内
閣
府
に
対
し
要
請
活
 

 

動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 ◇
被
害
状
況
◇
（
七
月
二
十
八
日
現
在
）
 

※
国
･
県
管
理
分
を
除
く
 

〔
人
的
被
害
〕
 

 
群
岡
地
区
 
 
 
 
　
　
　
一
人
 

〔
建
物
被
害
〕
 

　
家
屋
等
の
床
下
浸
水
　
　
十
九
棟
 

〔
道
路
被
害
〕
 

　
町
道
（
路
肩
決
壊
等
）
四
十
二
ヵ
所
 

　
林
道
（
路
面
決
壊
等
）
五
十
一
ヵ
所
 

　
農
道
（
法
面
崩
落
等
）
二
十
四
ヵ
所
 

　
そ
の
他
の
道
路
 
 
　
　
四
ヵ
所
 

〔
河
川
被
害
〕
 

　
河
川
護
岸
決
壊
等
　
　
十
一
ヵ
所
 

〔
農
作
物
被
害
〕
 

　
水
田
冠
水
 
 
 
　
八
･
〇
五
㌶
 

〔
農
地
被
害
〕
 

　
農
地
　
　
　
　
　
　
七
十
三
ヵ
所
 

　
水
路
　
　
　
　
　
　
五
十
二
ヵ
所
 

奥川の水位が道路と同じ高さまで増水（向原） 

林道四岐線の道路決壊（四岐） 
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　７月７日、芝草保育所で、七夕まつり 
が行われました。 
　七夕まつりの準備は前日に行われ、子 
どもたちの願いが込められた短冊など、 
色とりどりの飾りが笹いっぱいに飾り付 
けられました。 
　七夕まつりでは、先生たちが織姫と彦 
星について話し始めると、子どもたちは 
真剣に聞き入っていました。 
　その後、将来の夢や欲しい物など、短 
冊に書いた願いごとを発表し合いました。 

　７月９日、西会津中学校の３年生92人が、町内の保 
育所や小学校、福祉施設など18施設でボランティア活 
動に励みました。 
　介護老人保健施設「憩の森」には、７人の生徒が活 
動にあたり、ガラス拭き等の施設の掃除や、車イスを 
押しながら施設入所者と一緒に散歩をしました。散歩 
をした入所者からは、「孫といるようで楽しかった」 
などの声が聞かれました。 

　
こ
れ
か
ら
町
が
取
り
組
む
健
康
づ
く
 

り
に
つ
い
て
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
 

知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、
昨
年
か
ら
指
 

導
い
た
だ
い
て
い
る
東
北
大
学
大
学
院
 

公
衆
衛
生
学
分
野
の
辻
一
郎
先
生
と
ケ
 

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
同
大
学
 

大
学
院
運
動
学
分
野
の
藤
田
和
樹
先
生
 

を
講
師
に
迎
え
、
７
月
　
日
、
西
会
津
 

中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り
 

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
講
演
で
は
、
辻
先
生
が
「
の
ば
そ
う
 

健
康
寿
命
」
と
題
し
、
平
均
寿
命
が
延
 

び
た
今
日
に
お
い
て
健
康
寿
命
を
延
ば
 

す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
３
つ
の
要
 

素
を
踏
ま
え
て
説
明
し
、
藤
田
先
生
は
 

「
使
え
ば
貯
ま
る
　
貯
筋
運
動
」
と
題
 

し
て
、
参
加
者
と
一
緒
に
運
動
し
な
が
 

ら
、
筋
力
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
ま
 

し
た
。
 

18

　
第
　
回
西
会
津
町
小
学
校
水
泳
競
技
 

大
会
が
７
月
　
日
、
さ
ゆ
り
公
園
屋
外
 

プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
町
内
各
小
学
校
の
 

５
、
６
年
生
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
体
が
物
語
る
 

よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
練
習
に
取
り
組
 

ん
で
き
た
選
手
た
ち
は
、
自
己
ベ
ス
ト
 

更
新
を
目
指
し
て
全
力
で
泳
い
で
い
ま
 

し
た
。
 

　
ま
た
、
観
客
席
か
ら
は
、
保
護
者
や
 

各
学
校
の
応
援
が
飛
び
交
い
、
選
手
に
 

力
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
 

23

22224
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骨粗しょう症になりやすいのはこんな人 

　　　　　病　　　歴
 

・卵巣摘出手術を受けた人 
・胃や腸の切除手術を受けた人 

　　　　　体型・体質
 

・小柄な人、やせすぎの人 
・家族に骨粗しょう症の人がい 
　る人 

　　　　　生 活 習 慣
 

・運動不足の人 
・偏食がち、無理なダイエットを 
　した人 
・ヘビースモーカー、お酒を飲み 
　すぎている人 

　　　　　年齢・性別
 

・更年期以降の女性、70歳以上の 
　男性 
・無月経または生理不順の人 

高橋　志暢くん 
（戸中・仁志） 

齋藤　拓斗くん 
（上野尻・美香） 

中島　萌花ちゃん 
（上野尻・敏治） 

折笠　誌音ちゃん 
（西林東・文信） 

小瀧　友香ちゃん 
（大久保・武彦） 

５月17日、３歳児13名を対象に健康診査を行なった結果、むし歯のない子は５名でした。 

   　
骨
量
は
　
代
で
急
激
に
増
え
、
そ
の
後
横
ば

い
と
な
り
、
　
歳
を
過
ぎ
る
と
徐
々
に
減
り
始

め
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
　
歳
代
の
早
い
時
期

ま
で
に
骨
密
度
を
測
定
し
、
自
分
の
骨
の
健
康

状
態
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
閉
経

を
迎
え
た
ら
、
再
度
測
定
し
、
骨
密
度
が
大
き

く
減
少
し
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
す
。
閉
経
後

は
骨
量
が
急
激
に
減
っ
て
い
く
の
で
、
３
年
ご

と
に
骨
密
度
を
測
定
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
大
き
く
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、
医
師
に
相

談
し
た
り
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
骨
量
の
減

る
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

        　
○
対
　

象
　

者
　
　
〜
　
歳
の
女
性
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
現
在
）
 

　
○
場
　
　
所
　
西
会
津
診
療
所
 

　
○
日
　
　
時
　
　
月
の
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

　
　
　
　
　
　
　
日
（
予
定
）
 

　
○
費
　
　
用
　
無
料
 

　
○
申
込
方
法
　
後
日
、
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　
　
を
ご
覧
の
う
え
、
保
健
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
へ
申
込
み
を
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 
　
 
 
 
 
│
２
３
０
６
 

   　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
影
響
が
現
れ
る
の
は
、
ま

ず
背
骨
で
す
。
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
か
ら
だ
の
重
み
に
よ
っ
て
徐
々

に
背
骨
が
圧
迫
骨
折
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

背
が
縮
ん
だ
り
、
背
中
が
曲
が
っ
て
い
く
状
態

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
骨
粗
し
ょ
う
症
が
原
因

で
す
。
 

　
進
行
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
転
倒
で
も
簡

単
に
骨
折
し
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
骨
粗
し
ょ
う

症
と
分
か
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
 

47

骨
粗
し
ょ
う
症
の
初
期
は
 

　
　
　
　
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
 

骨
量
の
変
化
に
合
わ
せ
て
 

　
　
　
　
　
骨
密
度
を
測
定
し
よ
う
 

今
年
も
骨
密
度
測
定
検
査
を
実
施
し
ま
す
 

10
40

1511

59
40

～骨密度測定で骨粗しょう症を早期発見しよう～ 
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
英
語
の
有
名
な
こ
と
わ
ざ
の
一
つ
 

　
　
　
　
に
「the grass is alw

ays greener 

　
　
　
　on the other side

」が
あ
り
ま
す
。
 

 
 
 
 
珍
し
い
で
す
が
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
 

日
本
語
の
「
隣
の
芝
生
は
青
い
」
と
全
く
同
じ
 

意
味
で
す
。
み
な
さ
ん
も
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
 

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
場
所
 

と
比
べ
て
違
う
場
所
が
「
良
い
な
ぁ
」
と
思
っ
 

た
り
、
自
分
の
立
場
と
違
う
人
が
う
ら
や
ま
し
 

い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
 

す
。
私
も
、
ダ
メ
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
つ
 

い
つ
い
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
私
の
場
合
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
の
 

は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
関
係
し
て
い
 

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
 

は
同
じ
人
間
で
も
、
基
本
的
な
考
え
方
や
行
動
 

が
違
う
場
合
が
多
い
で
す
。
私
は
ア
メ
リ
カ
で
 

生
ま
れ
て
　
年
間
以
上
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
の
 

で
、
ア
メ
リ
カ
の
や
り
方
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
 

で
し
た
。
だ
か
ら
、
　
歳
で
日
本
に
留
学
し
た
 

　
ヵ
月
間
は
、
す
ば
ら
し
い
経
験
で
し
た
。
で
 

も
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
た
め
、
だ
ん
だ
ん
ア
メ
リ
カ
が
恋
し
く
な
 

っ
て
き
て
、
日
本
の
好
き
じ
ゃ
な
い
特
徴
ば
か
 

り
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
 

本
の
生
活
が
う
れ
し
く
て
も
、
「
こ
こ
の
物
価
 

は
高
い
け
ど
、
ア
メ
リ
カ
は
も
っ
と
安
く
て
良
 

い
な
」
と
か
、
「
日
本
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
に
は
 

緑
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
良
い
な
」
と
い
う
よ
う
 

な
こ
と
を
よ
く
考
え
て
い
ま
し
た
。
 

20

23

14

    　
７
月
　
日
（
月
）
か
ら
９
月
１
日
（
水
）
ま

で
昼
間
は
町
公
民
館
で
、
夜
間
は
西
会
津
中
学

校
で
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会（
パ
ソ
コ
ン
教
室
）
 

が
全
６
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
ま
で
は
、
主
に
初
心
者
を
対
象
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
技
術
の
習
得
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
講
習
会
も

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
「
エ
ク
セ
ル
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
の
効
果
的
な

活
用
法
」
な
ど
、
中
級
者
を
対
象
と
し
た
内
容

の
習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
受
講
者
か
ら
は
、
「
パ
ソ
コ
ン
は
仕
事
や
日

常
生
活
で
毎
日
使
っ
て
い
る
が
、
目
か
ら
う
ろ

こ
が
落
ち
る
よ
う
な
内
容
も
い
く
つ
か
あ
り
、

と
て
も
役
に
立
っ
た
。」
、「
エ
ク
セ
ル
は
苦
手

だ
っ
た
が
、
使
い
方
が
分
か
り
ワ
ー
ド
よ
り
も

便
利
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
仕
事
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。」
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
を
相

談
す
る
相
手
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会

に
と
思
い
聞
い
て
み
た
ら
、
と
て
も
分
か
り
や

す
く
教
え
て
も
ら
え
た
。
ま
た
、
次
回
も
受
講

し
た
い
。
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
新
郷
分
館
と
奥
川
分
館
で
「
パ
ソ

コ
ン
入
門
教
室
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

　
公
民
館
で
は
、
町
が
進
め
る
『
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
時
代
に
対
応
し
た
町
づ
く
り
』
の
一
環
と

し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
今
後
更
に
進
む
で

あ
ろ
う
国
際
化
・
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
各
種
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
 

12

マルチメディアの町づくりの礎！ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 
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留
学
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
一
年
間
半
は
、
ア
 

メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
 

う
れ
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
の
生
活
が
 

だ
ん
だ
ん
ア
メ
リ
カ
の
好
き
じ
ゃ
な
い
特
徴
を
 

私
に
思
い
出
さ
せ
る
の
で
、
逆
に
日
本
が
恋
し
 

く
な
り
ま
し
た
。
「
こ
こ
の
人
は
時
々
自
分
の
 

こ
と
ば
か
り
考
え
る
け
ど
、
日
本
人
の
思
い
や
 

る
心
は
す
ご
い
」
、
「
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
 

る
と
太
り
や
す
い
け
ど
、
日
本
で
は
お
い
し
く
 

て
体
に
良
い
食
べ
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
い
 

う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
 

　
私
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
ど
ち
ら
に
 

い
て
も
、
私
が
い
な
い
方
の
国
を
恋
し
く
な
っ
 

て
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
と
き
住
ん
 

で
い
る
国
の
良
い
特
徴
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
 

が
、
気
を
付
け
な
い
と
悪
い
特
徴
ば
か
り
に
集
 

中
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

そ
ん
な
風
に
考
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
だ
と
 

思
い
ま
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
「
隣
の
芝
生
は
 

青
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
無
い
で
し
ょ
う
。
 

そ
れ
で
も「
向
こ
う
が
良
い
、向
こ
う
が
良
い
」
 

と
だ
け
思
う
の
は
よ
く
な
い
の
で
、
そ
う
思
っ
 

て
し
ま
う
と
き
は
、
今
い
る
場
所
の
良
い
特
徴
 

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
私
が
、
日
本
か
ア
メ
リ
カ
、
い
な
い
国
の
ど
 

ち
ら
か
を
恋
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
良
い
 

点
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
国
の
い
 

ろ
い
ろ
な
良
い
特
徴
に
気
が
付
く
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
住
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
あ
た
り
前
す
 

ぎ
て
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
感
謝
 

し
て
い
な
か
っ
た
特
徴
を
正
し
く
理
解
で
き
る
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
本
に
住
ん
で
み
て
、
そ
 

れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
住
ん
で
み
て
、
各
 

国
の
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
分
か
る
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
結
局
、
ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
、
 

住
む
と
こ
ろ
と
し
て
な
か
な
か
良
い
場
所
で
す
。
 

  　
７
月
　
日
（
日
）
、
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広

場
を
中
心
に
、
第
７
回
町
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
こ
こ
数
年
、
本
町
で

も
愛
好
者
が
増
え
、
昨
年
、
ク
ラ
ブ
も
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
今
大
会
の
参
加
者
は
、
小
学
３
年
生
か
ら
　

歳
ま
で
と
幅
広
く
、
普
段
は
あ
ま
り
話
な
ど
を

す
る
機
会
の
な
い
世
代
の
交
流
に
一
役
買
っ
て

い
ま
し
た
。
 

                　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
少
年
の
部
 

　
一
位
　
雅
楽
川
貴
志
（
宝
川
）
二
位
　
二
瓶
真
子
（
西
林
）
 

　
三
位
　
斎
藤
伸
明
（
森
野
）
 

◇
一
般
の
部
 

　
一
位
　
安
部
亘
子
（
上
野
尻
）
二
位
　
井
上
正
平
（
森
野
）
 

　
三
位
　
石
本
澄
子
（
上
野
尻
）
 

  　
　
回
の
歴
史
を
数
え
る
町
民
美
術
展
が
、
７

月
　
日
（
木
）
か
ら
　
日
（
日
）
ま
で
西
会
津

中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
美
術
展
は
、
日
ご
ろ
か
ら
創
作
活
動
に

励
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
へ
発
表
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
一
般
の
み
な
さ
ん
に
も
美
術
作

品
を
鑑
賞
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
絵
画
・
書
道
・
写
真
の
部
門
に
分
け
ら
れ
た

約
百
点
の
力
作
が
と
こ
ろ
狭
し
と
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
 

　
会
場
と
な
っ
て
い
る
西
会
津
中
学
校
の
生
徒

の
み
な
さ
ん
も
、
夏
休
み
中
の
部
活
動
の
合
間

を
利
用
し
て
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
 

  　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
さ
ゆ

り
公
園
の
　
ｍ
屋
外
プ
ー
ル
で
泳
力
検
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
検
定
は
、
プ
ー
ル
等
で
の
事
故
防
止
と

小
学
生
の
泳
力
向
上
及
び
健
康
増
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
 

　
検
定
に
合
格
し
な
い
と
、
小
学
生
の
み
な
さ

ん
は
、
さ
ゆ
り
公
園
　
ｍ
屋
外
プ
ー
ル
を
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
合
格
の
基
準
は
、
屋
外
プ
ー
ル
で
　
ｍ
を
ひ

と
つ
の
泳
法
で
１
分
　
秒
以
内
に
泳
ぎ
切
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
だ
、
検
定
を
一
度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い

方
、
そ
し
て
、
な
か
な
か
合
格
で
き
な
い
方
、

夏
休
み
中
に
練
習
し
て
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
８
月
の
検
定
は
、
７
日
と
　
日
（
両

日
と
も
に
土
曜
日
）
の
午
後
１
時
　
分
か
ら
２

時
　
分
ま
で
実
施
し
ま
す
。
 

合格目指して　ファイト！ 

最高の笑顔です 

視線が釘付け！ 

50

1522

25

25

82

5010

21
30

30

50
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みんなの広場 みんなの広場 
渡
部
　
和
徳
 

　
　
〔
黒
　
沢
〕
 
さ ん 

ナ
イ
ス
レ
シ
ー
ブ
 

　
（
毎
週
木
曜
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
心
地
 

　
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
）
 

あなたの趣味は？ 
　趣味：スキー、スキューバ 
　　　　ダイビング 
 
最近感動したことは？ 
　４歳の姪っ子が自転車に乗 
っていたこと 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　あわて者 

これからやってみたいことは？ 

　面白そうなことなら何でも 

やってみたい 

 

あなたのモットーは？ 

　酒は飲んでも飲まれるな 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｓ．Ｈさん（萱本） 

　
「
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者
の
元
気
な
様
子
を
確
認
で
き
る
 

こ
と
と
、
笑
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」
 

　
今
月
は
、
極
入
の
佐
藤
修
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
佐
藤
さ
ん
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
毎
 

週
火
曜
日
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
温
か
い
お
弁
当
を
配
達
す
る
 

と
と
も
に
、
身
の
周
り
や
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
―
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
友
だ
ち
 

３
人
と
一
緒
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
も
と
も
 

と
興
味
が
あ
っ
て
、
時
間
が
あ
れ
ば
何
か
し
て
み
た
い
な
と
は
考
え
て
 

い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ら
無
理
な
く
活
動
で
き
る
 

と
思
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
」
 

　
配
達
に
い
け
な
い
日
が
あ
る
と
、
相
手
か
ら
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
 

逆
に
心
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
佐
藤
さ
ん
。
 

　
「
今
、
福
祉
施
設
で
デ
イ
ケ
ア
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
 

も
相
手
の
話
し
を
聞
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
 

知
恵
袋
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
、
た
め
に
な
り
ま
す
し
。
話
す
 

こ
と
で
自
分
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
」
 

　
あ
ま
り
話
し
を
す
る
 

機
会
が
な
か
っ
た
人
た
 

ち
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 

ア
仲
間
の
「
和
」
が
で
 

き
て
い
る
と
話
し
て
く
 

れ
た
佐
藤
さ
ん
。
お
弁
 

当
だ
け
で
な
く
、
一
緒
 

に
元
気
も
配
達
し
て
い
 

ま
し
た
。
 

　田崎慎治さん（７月号から） 
◆  メッセージ  ◆  
　あせらずにゆっくり、ゆったり、ゆと 
りとゆずりあいで４Ｕドライブ 

笑顔でお弁当を届ける佐藤さん 

！！ 
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　７月１日付けで沼澤望東子さん（牛尾）が人権 
擁護委員に委嘱されました。（任期は３年） 
　人権擁護委員は、市町村長の推薦で法務大臣よ 
り委嘱され、住民のみなさんの相談に応じながら 
基本的人権の侵害などの被害を調査し、被害者の 
救済を図ります。 
　相談は無料で、秘密は堅く守られます。 
　お気軽にご相談ください。 
 
　沼澤望東子さん 
　　　（牛尾） 
　住所 
　　下谷字牛尾丁522番地 
　　　　　４５－２５６０ 
 
※　前任者の佐藤榮一さん（出ヶ原）は、任期満 
　了となった６月30日をもって退任されました。 

人
員
 受
験
資
格
 受
付
期
間
 

270 200 400

空 海 陸 

一般曹候補学生 

18歳以上 
24歳未満 

８月２日～ 
　９月８日 

590 900 1850

空 海 

70 70

空 海 陸 

曹候補士 航空学生 

18歳以上 
27歳未満 

８月２日～ 
　９月８日 

高卒（見込 
含）21歳未満 

８月２日～ 
　９月８日 

70

陸 

看護学生 

高卒（見込 
含）24歳未満 

９月10日～ 
　10月１日 

20 200

女子 男子 

二等陸海空士 

18歳以上 
27歳未満 

８月２日～ 
　９月８日 

    　
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
児
 

童
の
年
齢
が
、
現
在
の
義
務
教
育
就
 

学
前
か
ら
小
学
校
第
３
学
年
修
了
ま
 

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、
新
規
 

認
定
、
も
し
く
は
額
改
定
認
定
さ
れ
 

た
場
合
は
、
平
成
　
年
４
月
分
か
ら
 

さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
で
き
ま
す
。
 

　
申
請
に
つ
い
て
は
、
８
月
中
に
対
 

象
者
の
方
に
申
請
書
等
を
送
付
い
た
 

し
ま
す
の
で
、
申
請
期
日
ま
で
に
町
 

民
生
活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
▼
申
請
期
日
　
9
月
　
日
 

　
※
　
期
日
ま
で
に
申
請
を
す
る
と
、
 

 

　
　
さ
か
の
ぼ
っ
て
４
月
分
か
ら
の
 

 
 
受
給
と
な
り
ま
す
が
、
期
日
を
 

 
 
過
ぎ
て
申
請
し
た
場
合
は
、
申
 

 
 
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
受
 

 
 
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
日
内
 

 
　
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
不
明
 

な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
係
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２
２
１
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夏
は
、
水
分
の
摂
取
が
非
常
に
多
 

く
な
り
、
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
重
量
 

も
重
く
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
盆
に
も
入
る
た
め
ゴ
ミ
の
 

量
も
非
常
に
多
く
な
り
、
収
集
場
所
 

の
環
境
衛
生
も
悪
く
な
り
や
す
い
こ
 

と
か
ら
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
 

ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
①
生
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、
水
を
 

 
 
し
っ
か
り
切
り
、
な
る
べ
く
乾
 

 
 
燥
さ
せ
る
。
 

 
②
袋
は
、
悪
臭
な
ど
が
漏
れ
な
い
 

 
 
よ
う
、
し
っ
か
り
と
結
ぶ
。
 

 
③
空
き
缶
・
空
き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
 

 
 
ト
ル
は
必
ず
中
身
を
水
で
ゆ
す
 

 
 
ぎ
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
資
源
ゴ
 

　
　
ミ
に
出
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
町
民
生
活
課
消
防
環
境
係
 

 
 
 
 
 
 
　
 
　
│
２
２
１
５
 

   　
自
作
パ
ソ
コ
ン
や
メ
ー
カ
ー
の
倒
 

産
な
ど
の
理
由
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
 

な
か
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、「
パ
ソ
コ
ン
 

３
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
」
が
回
収
し
ま
 

す
の
で
、
今
後
、
環
境
セ
ン
タ
ー
で
 

の
受
け
入
れ
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　http://w

w
w
.pc3r.jp/

 

　
町
民
生
活
課
消
防
環
境
係
 

 
 
 
 
 
 
　
 
　
│
２
２
１
５
 

    　
　
福
島
県
下
水
道
公
社
で
は
、
平
 

成
　
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
資
格
認
定
試
験
を
次
に
よ

り
行
い
ま
す
。
 

　
▼
日
　
時
　
　
月
　
日
 

　
　
　
　
　
　
午
後
０
時
　
分
〜
 

　
▼
場
　
所
　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
 

　
　
　
　
　
　
く
し
ま
（
郡
山
）
 

　
▼
受
験
料
　
３
、
０
０
０
円
 

　
▼
申
込
期
間
　
８
月
９
日
　
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
　
日
 

　
希
望
者
に
は
、
受
験
講
習
会
が
 

月
　
日
　
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
下
水
道
課
 
　
 
　
│
４
５
３
５
 

  　
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
の
募
集
を
 

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

                           【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
自
衛
隊
福
島
県
地
方
連
絡
部
 

　
　
　
　
　
　
　
会
津
若
松
出
張
所
 

　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
６
７
２
４
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渡　部　信　平（79）信　夫　　父　　１町内 
渡　部　　　健（84）オミス　　夫　　５町内 
渡　部　政　美（75）スイ子　　夫　　８町内 
相　原　義　喜（81）芳　子　　父　　9町内2 
大　槻　順　榮（86）　猛　　　父　　芝　草 
武　藤　マ　ツ（87）壽　夫　　母　　芹　沼 
赤　城　好　美（79）好　孝　　父　　松　尾 
簗　田　　　榮（83）新　栄　　父　　松　尾 
赤　城　光　彦（84）光　一　　父　　さゆりの園 
伊　藤　ミツエ（93）光　吉　　母　　出ケ原 
長谷川　常　興（100）貫　一　　父　　下野尻 
大　塚　アキ子（91）貝沼吉永　　母　　下野尻 
佐　藤　ク　ニ（91）峯　男　　母　　白　坂 
齋　藤　マツノ（78）昭　政　　母　　熊　沢 
伊　藤　花　子（84）美　二　　母　　樟　山 
佐　藤　一　平（83）　明　　　父　　柴　崎 
鈴　木　ウ　ラ（91）圭　介　　母　　井　谷 

◆日時　８月 6日（金） 
　　　　　　27日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

8月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

8月10日（火） 納期限 

8月31日（火） 納期限 

○町 県民税第 2 期 
○国民健康保険税第2期 
○介護保険料第3期 

人　口　　８，９３９人　　　－２８人 
　男　　　４，３４２人　　　－１９人 
　女　　　４，５９７人　　　－　９人 
世　帯　　２，９７３世帯　　－　２世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

皆　川　　　初　　敏行・宏美　　４町内 

佐　藤　芽　生　　正徳・和子　　下小島 

五　寧　朱　雀　　陽平・よしみ　下小島 

薄　　　莉　音　　清久・ひろみ　西林東 

うい 

い め 

す 

り 

ざく 

おん 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

8 
（日） 

22 
（日） 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

 
喜多方市

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

8 
（日） 

15 
（日） 

22 
（日） 

29 
（日） 

山 都 町 

会津若松市 

河 東 町 

会津若松市 

会津本郷町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

津　川　修　二　　杉　山 
齋　藤　雅　子　　堀　越 

さ い と う 歯 科  

さ い と う 歯 科  

い し か わ 歯 科  

み ゆ き 歯 科  

江 川 歯 科  

駅 前 佐 藤 歯 科  

井 草 歯 科  

さ と う 歯 科  

0241（38）3910 

0242（29）4618 

0242（75）5550 

0242（22）0220 

0242（56）2118 

0242（24）8387 

0241（22）1563 

0242（22）8148

県 立 喜 多 方 病院  

藤 井 医 院  

なるせとみこレディースクリニック 

わたなべクリニック 

あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 

小 野 病 院  

星 医 院  

いとう内科消化器科クリニック 

いとう子どもクリニック 

志 波 医 院  

荒 井 医 院  

鳴 瀬 病 院  

三浦産婦人科医院 

黒河内内科小児科神経科医院 

森 田 小 児 科 医院  

山 口 皮 ふ 科医院  

有 隣 病 院  

み つ は し 医 院  

信循環器科内科クリニック 

さとう小児科医院 

石 田 眼 科 医 院  

遠 山 眼 科 医 院  

0241（22）2181 

0241（23）0023 

0242（37）7851 

0242（24）0506 

0242（28）1205 

0241（22）0414 

0241（22）0005 

0242（38）3733 

0242（27）4601 

0242（22）0289 

0242（83）2224 

0241（24）3333 

0241（22）0293 

0242（26）7815 

0242（27）7686 

0242（28）9119 

0241（24）5021 

0241（21）1311 

0242（32）0202 

0242（24）0830 

0242（27）0858 

0242（83）2011

メ 
29 
（日） 

15 
（日） 

了 


